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後期第四紀日本海南部における海洋環境変化の記録―有孔虫殻の群集解
析と安定同位体比から―
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日本海の後期第四紀半遠洋性堆積物は，生物擾乱の発達した明色部と，葉理が発達あるいは生物
擾乱をわずかに受けた暗色部が互層をなし，その互層は堆積盆を通して広く対比できることが知
られている（Oba et al., 1991, Tada et al., 1999など）．筆者の一人宇佐見は，隠岐堆の水深932
mから得られたIMAGES MD01－2407コアに含まれる15-160kaに形成された暗色層について，浮
遊性・底生有孔虫化石群集の分析を行った結果から，溶存酸素に富む底層水の下で堆積した暗色
層の存在と，暗色層の堆積継続中における海洋循環および表層生物生産の変化を明らかにした
（宇佐見ほか，2008）．今回は，これら有孔虫群集解析からの海洋環境の推定に関して，酸素
炭素安定同位体比からの検証を試みる．
15-160kaの暗色層は，産出する主要な底生有孔虫種から，無産出型，Brizalina型，Islandiella
型，Eilohedra型，Angulogerina型，混合型に分けられる．そのうち，無産出型とBrizalina型の暗
色層は，主に深層水循環の弱化あるいは停止が主要な形成要因（貧酸素型暗色層）と考えられ，
Islandiella型，Eilohedra型，Angulogerina型の暗色層は，主に表層生物生産の強化による有機物
フラックスの増加が原因（生物生産型暗色層）と考えられる（Usami et al., 2007）．そのうち特
にAngulogerina型の暗色層は，溶存酸素に富む底層水下で形成されたと考えられる．そこで，そ
れぞれの型の典型的な暗色層について，浮遊性有孔虫および底生有孔虫殻のδ18O，δ13 Cを測定
した．その結果，浮遊性有孔虫δ13 Cから底生有孔虫δ13Cを引いた差は，貧酸素型で小さな値を
示し，生物生産型とは表層生物生産量に違いがあることを示唆した．また，Angulogerina型は特
に大きな値を示し，有孔虫群集解析から推定された，溶存酸素に富む底層水下での多量な有機物
フラックスによる暗色層形成を支持するものと考えられる．
次に，生物生産型暗色層中に挟在する，細葉理をもった層準の形成過程について検討した．この
層準は，底生有孔虫の貧酸素耐性種であるBrizalina pacificaを多産する．浮遊性・底生有孔虫群
集解析からは，生物生産が特に強化され，有機物分解によって底層が貧酸素状態に陥ったため
に，この層準が形成されたと考えられた．同位体比の計測結果によると，B. pacificaの相対産出
量が暗色層内で最大に達するのと同一層準で，浮遊性有孔虫のδ13Cが最大を示した．また，こ
の層準で同時に，浮遊性有孔虫群集の相対産出量ではNeogloboquadorina pachydermaが減少し，
Globigerina bulloidesが増加している．これらのことから，生物生産型暗色層内での一部層準に
おける貧酸素状態の強化は，主に深層水循環の弱化/停止ではなく，表層生物生産の増大による
影響を受けたものと考えられる．δ18Oはこの時代に低下する傾向を示しており，表層生物生産
の増加は，日本海に栄養塩をもたらす東シナ海沿岸水の流入量の増加および（あるいは）表層水
温の上昇によって引き起こされたものと推測される．
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